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未来につながる森
も り

林づくり
第６６回 南会津地方植樹祭
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/（福）南会津会 職員採用候補者試験
(後期）のご案内/プレミアム絆商品
券の利用期限にご注意ください/ふ
るさと納税（応援寄附金）ありがと
うございます/町のがんばる企業紹
介シリーズ９「花泉酒造（名）」

10 厄払いみかんまき
11 道の駅「たじま」日本トイレひと大
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12 百歳賀寿
13 連載コラム「相続登記」第２回
14 まちの話題（５件）

耻風区と獨協大学生の交流がカタチ
に/第２次南会津町環境基本計画へ答
申/チャレンジデーでチラシ大賞を受
賞/レスリングの五輪メダリストが技
術を指導/高齢者・障がい者作品展

15 １２月の納税こよみ
16 すまいるだより vol ８
17 交流広場

初めての町民手づくりオペラ / 第
14 回 ニューイヤーコンサート
大宅町長の公務百景

18 くらしの情報
お知らせ・募集（７件）

20 健康通信（５件）
３歳６か月児健診むし歯「ゼロ」の
お友だち /「がん検診」「健康診査」
の申し込みをお忘れなく / 乳幼児健
診・相談カレンダー / １２・１月の
日曜当番医 / 医療従事者の皆さんは
届出を忘れずに！ / こころの相談会

22 図書館へ行こう！
23 まちの文芸 / 誕生おめでとう / お悔

やみ申し上げます / まちの人口 / 編
集後記

24 第３０回 ふくしま駅伝

第６６回 南会津地方植樹祭第６６回 南会津地方植樹祭 続けよう 植えて育てて 緑の輪

　

11
月
１
日
、第
66
回
南
会
津
地
方
植

樹
祭
が
岩
下
数
間
沢
地
内
（
舘
岩
地

域
）で
開
催
さ
れ
、田
島
第
二
小
と
伊

南
小
の
緑
の
少
年
団
、舘
岩
小
と
舘
岩

幼
稚
園
の
児
童
園
児
、関
係
者
ら
95
人

が
参
加
。オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
苗
木
25

本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
、
大
宅
町
長

が
「
未
来
を
受
け
継
ぐ
子
孫
の
た
め

に
、
四
季
折
々
に
変
化
す
る
里
山
景

観
に
磨
き
を
か
け
、
地
域
の
宝
を
未

来
永
劫
伝
承
し
て
い
く
」
と
あ
い
さ

つ
。
服
部
実
南
会
津
農
林
事
務
所
長

が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

あいさつする大宅町長

　

植
樹
に
先
立
ち
、
実
演
で
植
樹
の

方
法
を
丁
寧
に
分
か
り
や
す
く
説
明

さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、「
も
う
少

し
深
く
掘
っ
た
ほ
う
が
い
か
な
」、

「
し
っ
か
り
土
を
か
け
て
お
こ
う
」

な
ど
、
お
互
い
に
声
を
掛
け
合
い
な

が
ら
、
大
人
た
ち
と
協
力
し
合
っ
て

植
樹
し
て
い
ま
し
た
。

舘
岩
地
区
林
業
振
興
協
議
会
女
性
部
の
阿
久
津

啓
子
さ
ん
㊨
と
㈱
髙
島
屋
の
田
所
博
利
さ
ん
㊧

　

開
会
式
で
は
、
緑
化
の
推
進
に
最

も
功
績
の
あ
っ
た
※
１

舘
岩
地
区
林

業
振
興
協
議
会
女
性
部
（
阿
久
津
啓

子
代
表
）
が
、
緑
化
功
労
者
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
木
製
玩
具
の
売
上
金
の
一

部
を
、
南
会
津
地
方
緑
化
推
進
委
員

会
に
寄
付
し
て
い
る
※
２

㈱
髙
島
屋

（
木
本
茂
代
表
取
締
役
社
長
）
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

緑
化
功
労
表
彰
と
感
謝
状
を
贈
呈

※
１
舘
岩
地
区
林
業
振
興
協
議
会
女
性
部

　

舘
岩
地
域
の
林
業
の
振
興
を
目
的

に
、
平
成
27
年
に
同
協
議
会
の
女
性

部
を
設
立
。

　

主
に
、
幼
稚
園
児
と
保
護
者
と
一

緒
に
、
植
栽
活
動
や
木
工
体
験
、
花

壇
の
整
備
、
き
の
こ
栽
培
な
ど
の
活

動
を
通
し
て
、
幼
い
世
代
へ
の
森
林

文
化
の
伝
承
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
の
発

表
会
で
林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞
さ
れ

て
い
ま
す
。

※
２
㈱
髙
島
屋

　

同
社
で
販
売
す
る
木
製
玩
具
が
、

町
内
の
４
木
工
所
（
芳
賀
沼
製
作
・

紀
木
工
所
・
児
山
製
作
所
・
金
中
林

産
）で
構
成
す
る
、南
会
津
工
房「
き
」

で
製
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

企
業
の
社
会
貢
献
活
動
の
一
つ
と

し
て
、
そ
の
売
上
金
の
一
部
を
南
会

津
地
方
緑
化
推
進
委
員
会
に
寄
付
さ

れ
て
い
ま
す
。

◆
南
会
津
工
房
「
き
」
の
木
製
玩
具

　

は
、
髙
島
屋
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ト

　

ア
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一本一本丁寧に植樹していく参加者
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第２回 ヤマザクラ一万本の里づくり
記念植樹祭

第２回 ヤマザクラ一万本の里づくり
記念植樹祭移りゆく四季　人と自然を未来につなぐまちづくり

南
郷
地
域
に
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
苗
木
を
植
樹

　

11
月
４
日
、
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
中
、

南
郷
ス
キ
ー
場
の
駐
車
場
と
ホ
テ
ル
南
郷
付

近
で
開
催
さ
れ
た
「
第
２
回
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

一
万
本
の
里
づ
く
り
記
念
植
樹
祭
（
五
十
嵐

隆
三
実
行
委
員
長
）」。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
町
内
外
か
ら
１
４
２
人
が
参
加
し
、

１
０
０
本
の
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
を
植
樹
し
ま

し
た
。

　

植
樹
後
は
、
町
産
材
で
作
成
し
た
ネ
ー
ム

プ
レ
ー
ト
を
、
そ
れ
ぞ
れ
に
植
樹
し
た
苗

木
に
愛
着
を
込
め
て
取
り
付
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
南
郷
婦
人
会
が
新
米
の
お
に
ぎ

り
や
豚
汁
を
振
舞
う
な
ど
、
地
域
と
参
加

者
が
一
体
と
な
っ
た
植
樹
祭
に
な
り
ま
し

た
。

　

植
樹
さ
れ
た
苗
木
は
大
切
に
管
理
し
な

が
ら
、
将
来
の
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
て

い
き
ま
す
。

代表して記念の一本を植樹する（左から）大宅町長、五十嵐議長、五十嵐実行委員長

伊南小学校の１・２年生（１１月１２日）

田島第二小学校の５年生（１１月１日）

小
学
生
が
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
優
良
種
を
種
植
え

　

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
一
万
本
の
里
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
６
月
に
龍
福
寺
（
糸
沢
）
の

オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
種
１
０
０
０
粒
以
上
を
採
取
し
、
町
内
の
小
学
生
に
蒔
い
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
該
事
業
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
サ
ク
ラ
の
苗
木
を
２
～
３
年
ほ
ど
育
苗
し

て
か
ら
町
内
各
所
に
植
樹
し
て
い
き
ま
す
。

新米のおにぎりや豚汁で参加者をおもてなし（南郷婦人会）

子どもたちも一生懸命苗木を植えました
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町 功 労 者 表 彰 式
町政の進展に貢献された１８人を表彰

町功労者表彰は、本町の政治、経済、教育文化、社会福祉などの、各般にわたって町政振興に寄与し、
また各分野で町民の模範と認められる方々を表彰することで、豊かで明るい町づくりを目指しています。

平成３０年度の表彰式は、１１月２７日に役場正庁で行われました。

若
者
定
住
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
交
付
金
事
業

南
会
津
町
で
働
き
ま
せ
ん
か
！

新
卒
者
や
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
を
応
援
し
ま
す

　

町
で
は
、
若
者
の
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
新
規
学
卒
者
や
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

者
の
生
活
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

【
新
規
学
卒
者
】

　

町
に
住
所
が
有
り
、新
規
に
中
学
・

高
校
・
大
学
な
ど
を
卒
業
し
た
日
か

ら
２
年
以
内
に
、
正
社
員
と
し
て
就

職
し
た
方

【
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
】

　

40
歳
未
満
の
方
で
、
平
成
26
年
３

月
１
日
以
降
に
町
に
転
入
し
た
日
か

ら
２
年
以
内
に
、
正
社
員
と
し
て
就

職
し
た
方

３
つ
の
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

①
定
住
促
進
支
援
交
付
金

　

対
象
者
で
雇
用
期
間
が
３
か
月
を

経
過
し
た
方

・
単
身
者
（
10
万
円
）

・
夫　

婦
（
30
万
円
）

※
商
品
券
と
現
金
を
半
額
ず
つ
交
付

　

し
ま
す
。

②
定
住
住
宅
費
支
援
交
付
金

　

右
①
の
対
象
者
で
、
借
家
な
ど
に

入
居
し
て
い
る
方

・
賃
貸
料
の
２
分
の
１
（
月
額
２
万

　

円
限
度
）を
１
年
間
支
援
し
ま
す
。

③
人
材
育
成
交
付
金

　

右
①
の
対
象
者
を
雇
用
し
て
い
る

町
内
の
事
業
所

・
対
象
者
１
人
あ
た
り
10
万
円
を
交

　

付
し
ま
す
。

問
合
せ

商
工
観
光
課　

商
工
振
興
係

電
話 

０
２
４
１（
６
２
）６
２
０
０

定期的に交付式を開催しています（１０月２６日）

受賞者を代表して謝辞を述べる星利一さん

五
十
嵐   

喜 

一 

さ
ん
（
木
伏
）

　

南
郷
村
農
業
委
員
、
南
会
津
町
農

業
委
員
と
し
て
14
年
間
在
職
さ
れ
、

農
地
利
用
の
最
適
化
や
農
業
振
興
に

尽
力
し
、
町
農
業
行
政
に
多
大
な
る

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

猪
股　

洋 

さ
ん
（
田
島
上
町
）

　

昭
和
49
年
４
月
に
田
島
町
消
防
団

に
入
団
以
来
、
44
年
の
長
き
に
わ
た

り
消
防
団
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
４
月
か
ら
は
南
会
津
町

消
防
団
副
団
長
の
重
責
を
担
い
、
消

防
団
員
育
成
な
ど
の
組
織
強
化
に
豊

富
な
手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

渡
部  

龍
一 

さ
ん
（
本
町
）

　

平
成
22
年
７
月
に
南
会
津
町
副
町

長
に
就
任
以
来
、
８
年
の
長
き
に
わ

た
り
、
豊
富
な
行
政
経
験
に
よ
る
卓

越
し
た
行
政
手
腕
と
識
見
で
、
町
政

の
進
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

室
井  

一
雄 

さ
ん
（
関
本
）

　

昭
和
50
年
９
月
に
田
島
町
消
防
団

に
入
団
以
来
、
42
年
の
長
き
に
わ
た

り
消
防
団
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
は
南
会
津
町

消
防
団
副
団
長
の
重
責
を
担
い
、
消

防
団
員
育
成
な
ど
組
織
強
化
に
豊
富

な
手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

月
田　

宏 

さ
ん
（
台
板
橋
）

　

南
郷
村
農
業
委
員
、
南
会
津
町
農

業
委
員
と
し
て
14
年
間
在
職
さ
れ
、

農
地
利
用
の
最
適
化
や
農
業
振
興
に

尽
力
し
、
町
農
業
行
政
に
多
大
な
る

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

功
績
表
彰
（
６
人
）

邊
見  

輝
夫 

さ
ん
（
後
原
）

　

田
島
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委

員
、
南
会
津
町
文
化
財
保
護
審
議
会

委
員
と
し
て
25
年
間
在
職
さ
れ
、
優

れ
た
見
識
で
地
域
の
文
化
や
民
俗
の

保
存
伝
承
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
か
ら
は
南
会
津

町
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
と
し

て
、そ
の
手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

澤
田  

洋
一 

さ
ん
（
長
野
）

　

南
会
津
町
選
挙
管
理
委
員
長
と
し

て
８
年
間
在
職
さ
れ
、
在
任
中
に
は

衆
議
院
議
員
総
選
挙
、
参
議
院
議
員

選
挙
、
町
長
選
挙
な
ど
、
適
正
な
選

挙
事
務
の
執
行
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木  

雄
蔵 

さ
ん
（
金
井
沢
）

　

昭
和
55
年
４
月
に
田
島
町
消
防
団

に
入
団
以
来
、
37
年
の
長
き
に
わ
た

り
消
防
団
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
11
年
５
月
か
ら
は
田
島
町
消

防
団
第
２
分
団
第
４
部
の
部
長
を
５

年
間
務
め
ら
れ
、
消
防
団
員
育
成
な

ど
組
織
強
化
に
豊
富
な
手
腕
を
発
揮

さ
れ
ま
し
た
。

平
野  

義
弘 

さ
ん
（
大
桃
）

　

伊
南
村
体
育
指
導
委
員
、
南
会
津

町
体
育
指
導
員
・
南
会
津
町
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
と
し
て
21
年
間
在
職
さ

れ
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
町
民

の
健
康
増
進
の
た
め
の
体
育
事
業
、

各
種
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
普

及
・
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

小
野　

孝 

さ
ん
（
界
）

　

南
会
津
町
農
業
委
員
と
し
て
９
年

間
在
職
さ
れ
、
農
地
利
用
の
最
適
化

や
農
業
振
興
に
尽
力
し
、
町
農
業
行

政
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

星　

和
憲 

さ
ん
（
熨
斗
戸
）

　

平
成
２
年
に
舘
岩
村
消
防
団
に
入

団
以
来
、
27
年
の
長
き
に
わ
た
り
消

防
団
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
12
月
か
ら
は
南
会
津
町

消
防
団
副
分
団
長
と
し
て
、
消
防
団

員
育
成
な
ど
の
組
織
強
化
に
豊
富
な

手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
功
労
表
彰
（
３
人
）

星　

利
一 

さ
ん
（
た
の
せ
）

　

舘
岩
村
農
業
委
員
、
南
会
津
町
農

業
委
員
と
し
て
27
年
間
在
職
さ
れ
、

農
地
利
用
の
最
適
化
や
農
業
振
興
に

尽
力
し
、
町
農
業
行
政
に
多
大
な
る

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

星　

清
次 

さ
ん
（
塩
ノ
原
）

　

舘
岩
村
農
業
委
員
、
南
会
津
町
農

業
委
員
と
し
て
19
年
間
在
職
さ
れ
、

農
地
利
用
の
最
適
化
や
農
業
振
興
に

尽
力
し
、
町
農
業
行
政
に
多
大
な
る

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

小
山  

裕
司 

さ
ん
（
道
城
）

　

伊
南
村
農
業
委
員
、
南
会
津
町
農

業
委
員
と
し
て
16
年
間
在
職
さ
れ
、

農
地
利
用
の
最
適
化
や
農
業
振
興
に

尽
力
し
、
町
農
業
行
政
に
多
大
な
る

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

功
労
表
彰
（
９
人
）

渡
部　

勲 

さ
ん
（
宮
本
）

　

宮
本
納
税
貯
蓄
組
合
長
と
し
て
35

年
間
在
職
さ
れ
、
組
合
の
円
滑
な
運

営
と
町
税
な
ど
の
期
限
内
納
付
に
尽

力
し
、
町
財
政
の
健
全
化
に
多
大
な

る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

大
竹  

政
信 

さ
ん
（
長
野
）

　

昭
和
45
年
６
月
に
田
島
町
消
防
団

に
入
団
以
来
、
47
年
の
長
き
に
わ
た

り
消
防
団
活
動
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
は
南
会
津
町

消
防
団
団
長
の
重
責
を
担
い
、
消
防

団
員
育
成
な
ど
の
組
織
強
化
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
災
害
な
ど
か
ら
町

民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
活
動
に
、

豊
富
な
手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。

星 　
久
光 

さ
ん
（
伊
与
戸
）

　

舘
岩
村
農
業
委
員
、
南
会
津
町
農

業
委
員
と
し
て
13
年
間
在
職
さ
れ
、

農
地
利
用
の
最
適
化
や
農
業
振
興
に

尽
力
し
、
町
農
業
行
政
に
多
大
な
る

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

山
内  

敏
幸 

さ
ん
（
白
沢
）

　

南
会
津
町
固
定
資
産
評
価
委
員
を

９
年
間
務
め
ら
れ
、
固
定
資
産
税
の

適
正
化
と
公
平
性
の
確
保
に
尽
力
し

た
ほ
か
、
南
会
津
町
農
業
委
員
と
し

て
も
３
年
間
在
職
さ
れ
、
町
農
業
行

政
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

星
教
育
長

金
子 

隆
司

 

南
会
津
地
方
振
興
局
長

平
野 

義
弘 

さ
ん

鈴
木 

雄
蔵 

さ
ん

邊
見 

輝
夫 

さ
ん

澤
田 

洋
一 

さ
ん

小
野　

孝 

さ
ん

星　

公
正

 

福
島
県
議
会
議
員

渡
部
副
町
長

月
田　

宏 

さ
ん

五
十
嵐 

喜
一
さ
ん

大
竹 

政
信 

さ
ん

渡
部　

勲 

さ
ん

山
内 

敏
幸 

さ
ん

渡
部 

龍
一 

さ
ん

猪
股　

洋 

さ
ん

五
十
嵐
議
長

小
山 

裕
司 

さ
ん

星　

利
一 

さ
ん

星　

清
次 

さ
ん

大
宅
町
長
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役場からのお知らせ
town office information

　旧アズビル金門会津㈱（片貝）の工場敷地に、只見町に本社を置く㈱会津工場の進出が決定しました。
　同社は、世界でも会津工場だけの特殊技術である「Ｈプロセス工法」で、自動車のエンジンや変速機、
足回りなどの 鋳

ちゅうぞう

造 部品を生産しています。
　昨今の自動車業界を中心とする旺盛な需要に対応し、さらなる事業拡大のため、南郷地域に工場を増設
して生産体制を強化することになりました。

　現在同社では、２０１９年夏の操業開始を目指して工場建設工事を進めるとともに、地域住民の皆さま
のご理解とご協力をお願いするための、住民説明会などを開催しています。
　今回の工場進出は、町にとっても貴重な就労先として期待されます。

南郷地域に工場が進出します

～あなたの造った部品が、日本が誇る高級車レクサスＬＳの一部になる～

操業開始に向け従業員を募集しています。詳しくはお問い合わせください。
㈱会津工場　電話０２４１- ８６- ２５５３　ホームページhttps://www.kabuaizu.co.jp/

【会社概要】
所　在　地　只見町大字二軒在家字上タモ７２１の１
操業開始　１９７５年１月
資　本　金　４, ８００万円
従業員数　１１０人
売　上　高　１５億８, ０００万円（２０１７年９月期）
業務内容　自動車用鋳造部品製造（クラウン・ランド

　　　　　 クルーザー・レクサスＬＳなどのエンジン
　　　　　 に使用）

【進出概要】
所　在　地　南会津町片貝字二本柳４９４

　　　　 　（旧アズビル金門会津㈱敷地）
敷地面積　１０, ７６５㎡
述床面積　５, ００９㎡
採用予定　５０人（３年間）
操業開始　２０１９年７月予定

消
防
庁
長
官
表
彰
披
露

▽
１
号
銀
杯
（
勤
続
25
年
以
上
で
退

団
）
＝
大
竹
政
信
・
猪
股
洋
・
室
井

一
雄
・
星
和
憲
（
本
部
員
）
渡
部
尚
・

佐
藤
安
弘
・
大
竹
康
弘
・
室
井
良
久
・

室
井
辰
也
・
阿
久
津
隆
廣
・
猪
股
健

治
（
田
島
支
団
）、
渡
部
利
幸
・
菊

地
文
義（
伊
南
支
団
）、五
十
嵐
英
弘
・

月
田
順
也
・
馬
場
和
正
（
南
郷
支
団
）

▽
２
号
銀
杯
（
勤
続
15
年
以
上
25
年

未
満
で
退
団
）
＝
渡
部
剛
志
・
星
棟

友
・
室
井
恒
俊
（
田
島
支
団
）、
本

橋
治
・
本
名
卓
也
・
五
十
嵐
久
長
（
南

郷
支
団
）

福
島
県
知
事
表
彰

▽
精
勤
章
＝
酒
井
宏
幸
（
本
部
員
）

▽
永
年
勤
続
章
（
勤
続
25
年
以
上
）

＝
渡
部
理
・
渡
部
尚
・
湯
田
光
義
・

湯
田
善
吉
・
大
竹
力
・
星
昌
彦
・
室

井
良
史
・
鈴
木
盛
浩
・
猪
俣
秀
規
・

小
椋
伸
一
・
塩
生
光
章
・
渡
部
実
（
第

１
支
団
）、
林
明
宏
・
馬
場
保
・
馬

場
和
正
・
齋
藤
成
（
第
２
支
団
）

▽
親
子
等
消
防
表
彰
＝
大
竹
喜
一

郎
・
喜
成
（
第
１
支
団
）

▽
退
職
消
防
団
長
等
感
謝
状
＝
大
竹

政
信
（
本
部
員
）

福
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

▽
功
績
章
＝
湯
田
哲
郎
・
平
野
義
弘
・

本
名
充
（
本
部
員
）、野
中
茂
寿
（
第

１
支
団
）、
星
欣
一
（
第
２
支
団
）

▽
精
勤
章
＝
阿
久
津
啓
介
・
須
江
康

博
（
本
部
員
）
室
井
功
・
星
貴
夫
・

湯
田
晃
雄
・
大
竹
一
成（
第
１
支
団
）、

阿
久
津
良
夫
・
馬
場
芳
男
・
五
十
嵐

時
和
（
第
２
支
団
）

▽
退
職
団
長
感
謝
状
＝
大
竹
政
信

（
本
部
員
）

▽
退
職
団
員
感
謝
状
（
20
年
以
上
勤

続
し
退
団
）
＝
大
竹
政
信
・
猪
股
洋
・

室
井
一
雄
・
星
和
憲
・
近
藤
一
夫
（
本

部
員
）、
湯
田
浩
史
・
渡
部
剛
志
・

渡
部
尚
・
佐
藤
安
弘
・
樋
口
光
生
・

湯
田
進
・
大
竹
康
弘
・
室
井
恒
俊
・

君
島
義
範
・
室
井
良
久
・
室
井
辰
也
・

渡
部
晃
治
・
猪
股
健
治
・
五
十
嵐
博

夫
・
阿
久
津
隆
廣
（
田
島
支
団
）、

斎
藤
勝
人（
舘
岩
支
団
）、栗
城
博（
伊

南
支
団
）、
五
十
嵐
英
弘
・
本
橋
治
・

月
田
順
也
・
馬
場
和
正
・
五
十
嵐
久

長
（
南
郷
支
団
）

南
会
津
町
消
防
団
長
表
彰

▽
功
績
章
＝
君
島
義
史
・
目
黒
友
一

（
本
部
員
）、
渡
部
憲
一（
１―１

）・
宮
﨑

拓
郎
・
湊
田
照
孝
・
小
椋
祐
太
郎
・

渡
部
憲
一（
１－ 3

）・
室
井
隆
宏
・
渡
部

忠
好
・
湯
田
秀
和
・
星
太
樹
・
湯
田

智
博
・
湯
田
泰
章
・
渡
部
雄
輝
・
平

野
伸
夫
・
石
塚
勇
規
・
高
倉
由
雅
・

室
井
勝
全
・
渡
部
和
敏
・
星
好
樹
（
第

１
支
団
）、
小
椋
明
・
齋
藤
一
太
・

酒
井
敬
・
阿
久
津
直
弘
・
菊
地
正
彦
・

五
十
嵐
克
仁
・
小
山
貴
広
・
小
椋
成

二
・
青
木
英
・
栗
城
俊
弥
・
五
十
嵐

久
朋
（
第
２
支
団
）

▽
消
防
操
法
優
良
章
＝
渡
部
元
紀
・

小
椋
祐
太
郎
・
渡
部
由
広
・
大
竹
哲

史
・
湊
田
照
孝
・
室
井
貴
行
・
塩
生

和
也
・
渡
部
拓
也
・
星
陽
喜
・
渡
部

和
敏
・
星
恵
介
（
第
１
支
団
）

南
会
津
町
長
・
南
会
津
消
防
団
長
表
彰

▽
15
年
間
無
火
災

○
第
２
支
団
＝
第
２
分
団
第
11
部

（
大
原
・
小
立
岩
）

▽
10
年
間
無
火
災

○
第
１
支
団
＝
第
３
分
団
第
２
部

（
川
島
）・
同
第
４
部
（
藤
生
）

▽
５
年
間
無
火
災

○
第
１
支
団
＝
第
１
分
団
第
８
部

（
栗
生
沢
）・
第
３
分
団
第
６
部
（
糸

沢
）・
同
第
７
部
（
羽
塩
）

○
第
２
支
団
＝
第
２
分
団
第
３
部

（
道
城
）、
同
第
５
部
（
白
沢
）、
第

３
分
団
第
６
部
（
鴇
巣
）

消
防
団
秋
季
検
閲
式

　

11
月
11
日
、
町
消
防
団
の
秋
季
検

閲
式
が
国
道
１
２
１
号
中
町
地
内
と

御
蔵
入
交
流
館
で
行
わ
れ
、
団
員
約

３
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

国
道
で
は
、
閲
団
や
通
常
点
検
、

機
械
器
具
点
検
、
分
列
行
進
が
行
わ

れ
、
団
員
た
ち
は
日
ご
ろ
の
訓
練
の

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
御
蔵
入
交
流
館
駐
車
場
で

は
、
各
分
団
か
ら
選
抜
さ
れ
た
精
鋭

に
よ
る
小
隊
訓
練
が
披
露
さ
れ
る
と

と
も
に
、
表
彰
式
で
は
消
防
活
動
で

の
功
労
や
功
績
を
た
た
え
、
本
部
員

や
各
団
員
に
表
彰
状
な
ど
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

士気を高める星慶一団長

分列行進で標員を務めた第１支団第１分団第５
部（長野）の角田公男さん㊧と大竹伸彦さん㊨

第２大隊の機械器具点検
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役場からのお知らせ
town office information

役場からのお知らせ
town office information

社会福祉法人

南会津会

職
員
採
用
候
補
者
試
験（
後
期
）の
ご
案
内

～ 

介
護
施
設
で
と
も
に
働
い
て
み
ま
せ
ん
か 

～

試
験
方
法
・
試
験
日
等

【
試
験
方
法
】

　

面
接
試
験

【
試
験
日
】

　

平
成
31
年
１
月
上
旬

※
応
募
者
と
の
相
談
に
よ
り
決
定

【
場
所
】

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
田
島
ホ
ー
ム

受

験

手

続

【
申
込
方
法
】

　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
最
近
６
か
月
以
内
に
撮
影
し

た
本
人
の
写
真
（
上
半
身
、
脱
帽
、

正
面
向
き
）
を
貼
っ
て
、
申
し
込
み

先
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
添
付
書
類
】

　

受
験
資
格
を
確
認
す
る
た
め
、
資

格
を
証
す
る
免
許
証
な
ど
の
写
し
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

給

与

等

・
当
法
人
の
給
料
表
に
よ
り
支
給

・
そ
の
他
、
通
勤
、
時
間
外
、
寒
冷

　

地
、
期
末
・
勤
勉
、
給
与
改
善
、

　

夜
間
勤
務
な
ど
の
、
勤
務
形
態
に

　

応
じ
た
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

申　

込　

締　

切

12
月
25
日
（
火
）

※
受
付
は
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後

　

６
時

※
郵
送
の
場
合
は
同
日
必
着

申
込
み
・
問
合
せ

〒
９
６
７
―
０
０
０
６

南
会
津
町
永
田
字
風
下
３
の
１

（福）
南
会
津
会 

本
部
事
務
局

電
話
０
２
４
１
（
６
３
）
１
１
１
８

※
受
付
は
平
日
の
午
前
９
時
～
午
後

　

６
時

職　
　

種

看
護
職
員

理
学
療
法
士
ま
た
は

作
業
療
法
士

採
用
予
定
人
数

４
人

１
人

勤　
務　
地

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
各
施
設
、
こ
ぶ
し

苑
（
只
見
町
）

こ
ぶ
し
苑
（
只
見
町
）

職
務
内
容

　

利
用
者
や
職
員
な

ど
の
診
療
補
助
、
看

護
、
健
康
管
理
、
保

健
衛
生
な
ど
の
業
務

※
こ
ぶ
し
苑
の
勤
務

　

は
夜
勤
あ
り
。

　

身
体
に
障
が
い
を

抱
え
る
利
用
者
や
、身

体
機
能
が
衰
え
た
高

齢
者
に
対
す
る
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、そ

の
他
の
訓
練
や
指
導

受
験
資
格

①
日
本
国
籍
を
有
す
る
方

②
禁
固
以
上
の
刑
に
処
さ
れ
て
い
な
い
方

③
普
通
自
動
車
第
一
種
免
許
取
得
者
ま
た
は

　

平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
み

　

の
方

④
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
、60
歳
未
満
の
方

⑤
職
種
に
関
し
て
、
法
律
に
定
め
る
必
要
な

　

免
許
を
取
得
し
た
方
（
養
成
施
設
を
平
成

　

31
年
３
月
ま
で
に
卒
業
す
る
取
得
見
込
み

　

の
方
を
含
む
。）

採
用
予
定
年
月
日

平
成
31
年
４
月
１
日

職
種
・
採
用
予
定
人
数
等

　

町
商
品
券
連
合
会
が
発
行
し

た
「
プ
レ
ミ
ア
ム
絆
商
品
券
」

の
利
用
期
間
が
、
12
月
31
日
で

終
了
し
ま
す
。

　

期
間
を
過
ぎ
る
と
利
用
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ま
だ
お
手
元
に

お
持
ち
の
方
は
お
早
め
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

プ
レ
ミ
ア
ム
絆
商
品
券
の
利
用
期
間
は

12
月
31
日（
月
）ま
で

み  

ほ  

ん

【問合せ】
南会津町商品券連合会
（南会津町商工会内）

電話０２４１- ６２- ０３２９

利用期間が残りわずかだべぇ
早く使わねぇと
もったいねぇべぇ！

み  

ほ  

ん

み  

ほ  

ん

平成２９年度の

未利用額は

「約４９万円」

田
島
中
学
校 

平
成
５
年
度
卒
業
生
に
よ
る

厄
払
い
み
か
ん
ま
き

　

中
学
校
を
卒
業
し
て
早
い
も
の
で
25
年
ー
。

　

平
成
31
年
に
〝
初
老
の
大
厄
（
数
え
42
歳
）〟

を
迎
え
る
同
級
生
が
結
集
し
、
お
正
月
に
盛
大

に
開
催
さ
れ
る
恒
例
行
事
「
厄
払
い
み
か
ん
ま

き
」。

　

み
か
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
お
餅
や
お
菓
子
な
ど

も
た
く
さ
ん
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
ご
家
族
ご

近
所
、
さ
ら
に
は
友
人
・
知
人
も
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

日　

時　

平
成
31
年
１
月
２
日（
水
）

　
　
　
　

正
午
よ
り

会　

場　

南
会
津
町
役
場 

駐
車
場

参
加
料　

無
料

主　

催　

羊ひ
う
ま馬
会（
会
長 

大
竹 

隆
生
）

道
の
駅
「
た
じ
ま
」

日
本
ト
イ
レ
ひ
と
大
賞
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞

― 

花
を
飾
る
取
り
組
み
が
高
評
価 
―

　

日
光
と
会
津
若
松
を
結
ぶ
国
道

１
２
１
号
沿
い
、
南
会
津
町
の
南
玄

関
に
位
置
す
る
〝
道
の
駅
「
た
じ
ま
」

（
星
清
孝
駅
長
）〟
が
、
第
３
回
日
本

ト
イ
レ
ひ
と
大
賞
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
人
が
時
間
を
問
わ
ず
訪
れ

る
道
の
駅
。
24
時
間
利
用
可
能
な
ト

イ
レ
は
い
つ
来
て
も
明
る
く
、
き
れ

い
に
清
掃
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
こ
こ
道
の
駅
「
た
じ

ま
」
は
ト
イ
レ
の
各
所
に
多
く
の
花

が
飾
ら
れ
、
そ
の
土
地
の
季
節
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

花
々
で
あ
ふ
れ
る
ト
イ
レ

　
「
一
つ
一
つ
の
声
を
大
切
に
し
、

さ
ら
に
利
用
し
や
す
い
ト
イ
レ
に
な

る
よ
う
日
々
改
善
し
て
い
き
ま
す
。

旅
の
途
中
で
立
ち
寄
っ
た
と
き
に
、

旅
情
を
感
じ
る
場
所
に
な
れ
ば
」
と

話
す
星
駅
長
。

　

取
り
組
み
を
始
め
て
か
ら
約
８

年
。
来
訪
者
か
ら
の
お
礼
の
言
葉
や

多
く
の
手
紙
、
そ
し
て
今
回
の
グ
ラ

ン
プ
リ
受
賞
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
や
り

が
い
に
大
き
く
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

取
り
組
み
の
成
果
は

ス
タ
ッ
フ
の
や
り
が
い
に

お
も
て
な
し
は
ト
イ
レ
か
ら 

香
る
ト

イ
レ
で
始
ま
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

来
訪
者
へ
の
お
も
て
な
し
の
一
環

と
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
や
生
産
者
、
地

元
の
有
志
か
ら
提
供
さ
れ
た
花
や
草

花
が
、
ト
イ
レ
の
隅
や
洗
面
台
、
通

路
な
ど
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
か
ら
始
め
た
こ
の
取
り

組
み
は
、
三
日
に
一
度
程
度
取
り
替

え
な
が
ら
、
冬
場
は
ド
ラ
イ
フ
ラ

ワ
ー
に
す
る
な
ど
、
常
に
花
が
途
切

れ
な
い
よ
う
に
工
夫
も
し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
ト
イ
レ
が
気
持
ち
よ
く
利
用

さ
れ
る
よ
う
に 

―
」
そ
の
思
い
で
始

め
た
取
り
組
み
も
今
で
は
、「
と
て
も

き
れ
い
」「
花
の
名
前
は
」
な
ど
と
、

花
を
通
し
て
来
訪
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
る
ほ
か
、「
と
て
も

気
分
良
く
利
用
で
き
ま
し
た
」
と
お

礼
の
手
紙
も
届
い
て
い
ま
す
。

随所に花が飾られたトイレ

前年（巳
み う ま

午会）の様子
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役場からのお知らせ
town office information

役場からのお知らせ
town office information

　ふるさと納税は、パソコンやスマートフォンからもお申
し込みができるほか、クレジット決済もできます。
　詳しくは、町ホームページをご覧ください。

総合政策課 企画政策係
電話 0241－62－6210

問南会津町 ふるさと納税

１０月１６日から１１月１５日の間に、納税（応援寄附金）いただいた方々をご紹介します。（計１０９件）

ふるさと納税（応援寄附金）ありがとうございます

【
い
た
だ
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

※
紙
面
の
都
合
上
、一
部
省
略
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
曲
家
と
南
郷
ト
マ
ト
が
好
き
で

す
。

▼
早
く
新
そ
ば
が
食
べ
た
い
で
す
。

▼
会
津
と
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
が

自
慢
で
す
。

▼
ゴ
ー
マ
ン
杯
ふ
る
さ
と
健
康
マ

ラ
ソ
ン
大
会
で
入
賞
、
疲
れ
が
吹

き
飛
ぶ
湯
ノ
花
温
泉
の
泉
質
、
前

沢
集
落
の
気
さ
く
な
方
た
ち
、
抽

選
会
で
た
か
つ
え
ス
キ
ー
場
の
リ

フ
ト
券
も
い
た
だ
き
最
高
の
一
日

で
し
た
。
南
会
津
の
気
候
風
土
、

自
然
、
温
泉
、
人
々
、
文
化
、
歴

史
、
食
事
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時

間
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
、
全
て

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

▼
い
つ
ま
で
も
故
郷
は
自
然
が
美

し
く
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
人
々
が
い

て
他
人
に
も
優
し
い
、
ほ
っ
と
で

き
る
場
所
で
あ
る
こ
と
を
望
み
ま

す
。
大
変
な
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
未
来
に
向

か
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
さ

さ
や
か
で
す
が
、
今
年
も
応
援
し

て
い
ま
す
。

▼
福
島
県
の
復
興
を
応
援
し
て
い

ま
す
。

▼
高
畑
ス
キ
ー
場
が
大
好
き
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
素
晴
ら

し
い
ス
キ
ー
場
を
応
援
し
ま
す
。

▼
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
希

望
し
ま
す
。

▼
お
役
に
立
て
れ
ば
。

住　所 氏　名 住　所 氏　名 住　所 氏　名
東 京 都 港 区 篠原　　泰　様 神奈川県横浜市 宇野　隆哉　様 茨城県かすみがうら市 郡司　豊光　様
東 京 都 文 京 区 大野　雅弘　様 神奈川県横浜市 佐藤　清孝　様 埼玉県さいたま市 吉澤　昌宏　様
東京都江戸川区 三浦　俊雄　様 千 葉 県 千 葉 市 栗原　　勇　様 埼玉県さいたま市 武井　晶子　様
東 京 都 江 東 区 久松　孝司　様 千 葉 県 市 川 市 馬場　雅一　様 埼玉県さいたま市 岡本　英孝　様
東 京 都 江 東 区 五十嵐貞二郎　様 千 葉 県 船 橋 市 湯田　信之　様 福 島 県 白 河 市 川島　清和　様
東 京 都 品 川 区 千代田義法　様 千 葉 県 柏 市 山本　浩士　様 福 島 県 郡 山 市 黄　　英雄　様
東 京 都 板 橋 区 前田　寿美　様 千葉県大綱白里市 大宮　正紀　様 福 島 県 郡 山 市 菊池信太郎　様
東 京 都 調 布 市 金井　　誠　様 栃木県宇都宮市 野澤　智秀　様
東 京 都 町 田 市 芳賀　行雄　様 栃木県宇都宮市 野澤　朋世　様 匿 名 希 望 ８４件

▼
応
援
し
ま
す
。
一
緒
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

▼
日
本
各
地
の
ふ
る
さ
と
納
税
を

し
ま
す
が
、
報
告
書
を
い
た
だ
け

る
の
は
南
会
津
町
さ
ん
だ
け
。
応

援
し
て
い
ま
す
。

▼
南
郷
ス
キ
ー
場
に
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
続

け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
願
っ
て
い

ま
す
。

▼
素
敵
な
ゲ
レ
ン
デ
が
た
く
さ
ん

あ
る
南
会
津
町
。
今
年
も
た
く
さ

ん
滑
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
毎
年
冬
に
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
南
会
津
町
。
高
畑
ス
キ
ー
場
、

た
か
つ
え
ス
キ
ー
場
、
そ
の
他
の

多
く
の
ゲ
レ
ン
デ
に
、
こ
れ
か
ら

も
多
く
の
来
場
者
が
あ
り
ま
す
よ

う
に
。
雪
の
多
い
地
域
で
す
が
、

い
つ
も
除
雪
を
し
て
く
だ
さ
り
、

安
全
に
往
復
路
を
走
行
で
き
る
こ

と
を
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

▼
町
の
日
本
酒
が
大
好
き
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
南
郷
ト
マ
ト
の
大
フ
ァ
ン
で

す
。
そ
し
て
駒
止
湿
原
を
何
度
も

訪
ね
て
い
ま
す
。
一
般
車
の
通
行

再
開
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

▼
豊
か
な
自
然
と
優
し
い
町
の

方
々
が
大
好
き
で
す
。
夏
は
川
遊

び
や
釣
り
、
冬
は
ス
キ
ー
で
長
年

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。特
に
、

ス
キ
ー
ヤ
ー
オ
ン
リ
ー
の
高
畑
ス

百 歳 賀 寿

おめでとうございます

－　プロフィール　－

酒井 ナツ さん（小野島）

大正７年１０月２８日 生まれ

【長寿の秘訣】　好き嫌いなく何でも食べる

　　　　　　　編み物や歌を聴くことが好き

【　家　族　】　子６人・孫１１人・ひ孫１３人

キ
ー
場
を
応
援
し
た
い
で
す
。

▼
高
畑
ス
キ
ー
場
が
い
つ
ま
で
も

続
き
ま
す
よ
う
に
。

▼
高
畑
ス
キ
ー
場
は
、
長
年
通
っ

て
い
る
唯
一
の
ス
キ
ー
場
で
す
。

ぜ
ひ
今
後
も
継
続
願
い
ま
す
。
頑

張
れ
南
会
津
町
。

▼
ふ
る
さ
と
南
会
津
会
の
会
員
で

す
。
わ
ず
か
で
す
が
、
役
立
て
て

く
だ
さ
い
。

▼
先
日
、
駒
止
湿
原
ツ
ア
ー
に
参

加
し
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
か
っ
た

で
す
。
災
害
復
旧
工
事
が
進
み
ま

す
よ
う
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

花泉酒造合名会社
シリーズ ９

～町のがんばる企業紹介～

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ
プ ラ イ ド

　●会社の生産品卸先・受賞経歴

【卸　　先】　全国各地の地酒専門店や百貨店、飲食店、旅館など。
　　　　　　海外（台湾、香港、シンガポール、ブラジルなど）の
　　　　　　酒販店や飲食店
【受賞経歴】　ブリュッセル国際コンクール SAKE selection で「七ロ
　　　　　　万」と「十ロ万」がゴールド受賞

　●私たちの会社は、こんな仕事をしています

　創業は大正９年。２０２０年に１００周年を迎えます。地元会津産の米と、南会津の大自然が育んだ清らかな水「高清水」「地蔵沢水源」
を用い、地元南郷の蔵人たちが丁寧に心を込めて日本酒を造っています。
　代表銘柄は「花泉」「ロ

ろ ま ん

万」。全銘柄で、一般的な三段仕込みのあと、さらにひと手間を加える「もち米四段仕込み」を行っているの
が特徴です。「もち米四段仕込み」は蒸したもち米を熱いまま仕込む方法で、昔から行われてきた伝承の技に蔵人が年々独自の進化を
加えており、この技が花泉ならではの旨みとコク、やさしい甘みを生みます。
　現在、全銘柄で「もち米四段仕込み」を行う蔵は花泉のみと言われており、その技術と味わいに誇りと自信を持っています。

　●会社のＰＲＩＤＥ（誇り）は！

　私たちのプライドは「地域と造り手の気持ちにこだわった酒造り」
です。酒造りを支えてくださる地域の皆さまと自然への感謝を忘れ
ず酒造りに取り組み、銘柄「花泉」や「ロ万」を通じて、南会津の
魅力をも感じていただけたらという気持ちでお客様と接しています。
　清水や、清水を得て育つ酒米は先人たちが守ってきた美しい環境
がなければ受け取れない恵みです。自家精米によって出る糠は南郷
トマトや酒米の肥料などとして再利用していただいており、地元の
自然循環に関われることに感謝しています。
　伝統を継承しつつも常に進化を求め、これからも美味しいお酒を
皆さまの元へお届けしたいと思います。

【会社概要】
◆代表社員：星　誠　◆創業・設立：大正９年（１９２０年）◆住所：南会津町界字中田６４６- １　◆ＴＥＬ：０２４１- ７３- ２０２９
◆従業員数：２１人（男１６人・女４人、うち季節雇用８人）◆ＵＲＬ：http://www.hanaizumi.ne.jp

造りを前に、地元神社へ参拝

地域と造り手の気持ちにこだわった酒造り 玄米の自家精米

伝承の技
「もち米四段仕込み」

新商品「花泉吟醸酒」
（福島県内限定）

代表銘柄
「瑞祥花泉」と「ロ万」

次
回
は
「
だ
れ
が
相
続
人
に
な
る
の
？
②
」
が
テ
ー
マ
で
す

　
　
【
問
合
せ
】
福
島
県
司
法
書
士
会　

電
話
０
２
４
（
５
３
４
）
７
５
０
２

　
　
【
問
合
せ
】
福
島
地
方
法
務
局　

電
話
０
２
４
（
５
３
４
）
２
０
４
５

　
　
【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

】http://houm
ukyoku.m

oj.go.jp/fukushim
a/

第
２
回
「
誰
が
相
続
人
に
な
る
の
？
①
」

先
日
、
夫
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
に
は
息
子
が
２
人
い
ま

し
た
が
、
長
男
は
先
に
亡
く
な
り
、

嫁
と
孫
１
人
が
い
ま
す
。
二
男
は
独

身
で
す
。

　

誰
が
夫
の
相
続
人
に
な
り
ま
す
か
？

亡
く
な
っ
た
方
（
披
相
続
人
）

が
遺
言
を
残
し
て
い
な
い
場

合
、
民
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
優
先

順
位
に
よ
り
相
続
人
が
決
ま
り
ま
す
。

　

配
偶
者
は
常
に
相
続
人
と
な
り
ま

す
が
、
そ
の
他
の
相
続
人
は
次
の
順

番
で
決
ま
り
ま
す
。

①
被
相
続
人
の
子
（
被
相
続
人
よ
り

　

先
に
亡
く
な
っ
て
い
る
場
合
は
孫
）

②
被
相
続
人
の
父
母（
ど
ち
ら
も
先
に

　

亡
く
な
っ
て
い
る
場
合
は
祖
父
母
）

③
被
相
続
人
の
兄
弟
姉
妹
（
先
に
亡

　

く
な
っ
て
い
る
場
合
は
甥
姪
）

　

被
相
続
人
よ
り
先
に
子
が
亡
く
な

っ
て
い
る
場
合
、
孫
が
代
わ
り
に
相

続
人
に
な
り
ま
す
。（
代
だ
い
し
ゅ
う

襲
相
続
）

　

こ
れ
に
対
し
、
先
に
亡
く
な
っ
た

子
の
配
偶
者
は
代
襲
相
続
人
と
は
な

り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
場
合
、配
偶
者（
あ
な
た
）、

子
（
二
男
）、
孫
の
３
人
が
相
続
人

と
な
り
ま
す
。

答 問
　

不
動
産
の
所
有
者
が
死
亡
し
た
後
、
長
期
間
相
続
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い
土

地
が
多
く
存
在
し
、
所
有
者
不
明
の
土
地
が
発
生
し
た
り
空
き
家
問
題
に
な
る

な
ど
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
相
続
登
記
に
関
す
る
疑
問
や
解
決
方
法
な
ど
を
お
伝
え

し
ま
す
。

連
載
コ
ラ
ム
「
相
続
登
記
」
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丁寧に分かりやすく指導する湯元さん

ちびっ子レスリング教室
北京五輪メダリストが技術を指導

　

11
月
４
日
、
北
京
五
輪
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
湯

元
健
一
さ
ん
を
講
師
に
招
い
た
レ
ス
リ
ン
グ
教

室
が
、
田
島
武
道
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
の
技
術
や
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
方
法
な
ど
を
学
ん
だ
の
は
、
地
元
の

ち
び
っ
子
レ
ス
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
や
中
高
生
な
ど

約
30
人
。

　

湯
元
さ
ん
は
、「
自
分
も
幼
少
期
に
五
輪
選

手
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
夢
の
舞
台
に
立
つ

こ
と
が
で
き
た
。
皆
さ
ん
も
五
輪
へ
の
出
場
を

目
指
し
て
練
習
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
子
ど

も
た
ち
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
町
シ
ン
ボ
ル
ス
ポ
ー
ツ
強
化

事
業
「
ア
ス
リ
ー
ト
招
聘
」
の
一
環
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

耻風区と獨協大学生の交流がカタチに
地域活性化への大きな一歩

　

耻
風
区
と
獨
協
大
学
経
済
学
部
の
学
生
（
耻

風
チ
ー
ム
）
は
、「
大
学
生
の
力
を
活
用
し
た

集
落
復
興
支
援
事
業
」
に
よ
り
、
平
成
29
年
度

か
ら
区
民
と
の
交
流
や
体
験
を
重
ね
な
が
ら
、

地
域
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

学
生
の
若
い
目
線
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を

い
た
だ
き
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
互

い
に
協
力
し
合
い
、
地
元
の
そ
ば
粉
を
使
用
し

た「
そ
ば
ガ
レ
ッ
ト
」の
開
発
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

10
月
14
日
、
伊
南
川
あ
ゆ
ま
つ
り
に
出
店
す

る
た
め
、会
場
に
結
集
し
た
区
民
と
学
生
た
ち
。

　

こ
の
日
の
た
め
に
用
意
し
た
商
品
は
話
題
を

呼
び
、
あ
っ
と
い
う
間
に
完
売
し
ま
し
た
。

新しい風で地域活性化に貢献する学生たち

自治体らしさの紙面構成が高評価
チャレンジデーでチラシ大賞を受賞

　

配
色
な
ど
イ
ン
パ
ク
ト
や
、「
ん
だ
べ
ぇ
」

を
メ
イ
ン
と
し
た
自
治
体
ら
し
い
紙
面
構
成
が

評
価
さ
れ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
８
に
参

加
し
た
１
２
１
自
治
体
の
中
か
ら
、
南
会
津
町

が
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

10
月
29
日
に
町
長
室
で
行
わ
れ
た
授
与
式

で
、
笹
川
ス
ポ
ー
ツ
財
団
の
渡
邉
一
利
理
事
長

が
、「
広
報
を
上
手
く
活
用
し
、
よ
り
一
層
周

知
を
強
化
し
な
が
ら
、
健
康
長
寿
の
町
に
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

大
宅
町
長
は
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
―
を
と
お

し
て
健
康
維
持
の
意
識
を
持
ち
、
自
分
の
人
生

を
よ
り
豊
か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
参
加
率

の
向
上
を
目
指
し
、
今
後
も
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
」
と
話
し
ま
し
た
。

トロフィーを手渡す渡邉理事長（左）

計画の実行で町全体への浸透を期待
第２次南会津町環境基本計画へ答申

　

こ
の
計
画
は
、
平
成
21
年
３
月
に
策
定
さ
れ

た
第
１
次
計
画
の
計
画
期
間
終
了
に
あ
わ
せ
て

策
定
さ
れ
た
も
の
で
、
10
年
間
掲
げ
て
き
た
主

な
環
境
指
標
や
施
策
の
実
績
評
価
、
町
民
や
事

業
者
の
環
境
に
関
す
る
意
識
の
変
化
な
ど
を
把

握
し
な
が
ら
、策
定
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

11
月
12
日
、
南
会
津
町
環
境
審
議
会
の
平
野

健
一
会
長
が
町
長
室
を
訪
れ
「
計
画
の
取
り
組

み
が
町
全
体
に
浸
透
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

適
切
な
計
画
の
実
行
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
し
、
町
長
へ
答
申
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

大宅町長に答申書を手渡す平野会長（左）

ま ち の 話 題
news ＆ topicsま ち の 話 題

news ＆ topics

高
齢
者
・
障
が
い
者
作
品
展

丹
精
込
め
た
作
品
を
発
表

　

創
作
活
動
を
通
し
た
生
き
が
い
づ
く
り
を
目

的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
・
障
が
い
者
作

品
展
が
、
町
内
各
地
域
の
文
化
祭
に
併
せ
て
開

催
さ
れ
、
長
年
培
っ
た
技
術
や
ア
イ
デ
ア
が
溢

れ
る
３
２
９
点
の
出
展
作
品
が
、
来
場
者
を
魅

了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
高
齢
者
の
出

展
作
品
の
う
ち
41
点
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

【
町
長
賞
】　　
　
　

※
氏
名
・
団
体
名
（
地
域
）

●
金
賞
（
個
人
）

　

室
井
眞
善
（
田
島
）、
星
ナ
ツ
（
舘
岩
）、

　

佐
野
久
子
（
伊
南
）、
渡
部
喜
平
（
南
郷
）

●
金
賞
（
団
体
）

　

生
き
が
い
サ
ロ
ン
（
田
島
）、
湯
花
里
苑
東

　

フ
ロ
ア
（
舘
岩
）、
尾
白
荘
（
伊
南
）、
和
泉

　

田
シ
ニ
ア
上
平
女
性
部
（
南
郷
）

●
銀
賞

　

佐
藤
通
弘
・
杉
山
カ
ク
子
（
田
島
）、
舘
岩

　

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
阿
久
津
モ
ト（
舘

　

岩
）、
渡
部
孝
子
・
羽
染
久
（
伊
南
）、
邉
見

　

美
代
子
・
五
十
嵐
一
（
南
郷
）

●
銅
賞

　

輝
・
聖
光
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
上
町
老
人
ク
ラ

　

ブ
（
田
島
）、
小
椋
ハ
ツ
エ
・
星
友
江
・

　

河
原
田
安
久
里
（
舘
岩
）、
森
コ
ウ
・
馬
場

　

タ
カ
子
・
渡
部
玲
子
（
伊
南
）、
齋
藤
元
男
・

　

五
十
嵐
由
一
・
馬
場
莊
吉
（
南
郷
）

【
日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部
長
賞
】

　

阿
久
津
フ
ミ
コ
（
舘
岩
）

【
日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部
南
会
津
地
区
有
功
会
長
賞
】

　

舘
岩
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
高
夕（
舘
岩
）

【
町
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
長
賞
】

　

大
塚
順
子
（
南
郷
）

【
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
長
賞
】

　

黒
澤
富
夫
（
田
島
）

【
福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
賞
】

　

大
山
朋
子
（
伊
南
）

【
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
賞
】

　

湯
田
保
典
（
田
島
）、
星
享
（
舘
岩
）、
日
野

　

マ
ユ
ミ
（
伊
南
）、
齋
藤
菊
子
（
南
郷
）

【
町
社
会
福
祉
協
議
会
長
賞
】

　

湯
田
勝
行
（
田
島
）、
星
喜
七
（
舘
岩
）、

　

河
原
田
キ
チ
子
（
伊
南
）・
大
塚
タ
カ
ノ
（
南

　

郷
）

作品展の様子（伊南地域）

作品展の様子（田島地域）

１２月の納税こよみ
固 　 定 　 資 　 産 　 税　　第３期
国 民 健 康 保 険 税　　第６期
介 　 護 　 保 　 険 　 料　　第６期
後期高齢者医療保険料　　第５期

納期限は１２月２５日（火）です

国 　 民 　 年 　 金　　11月分
納期限は１月４日（金）です

納税に関するお問い合わせ先は
税務課（町県民税等）　　　℡ 0241-62-6110

健康福祉課（介護保険料）　℡ 0241-62-6170

住民生活課　　　　　　　℡ 0241-62-6120
　　（後期高齢者医療保険料・国民年金）

舘岩総合支所　町民課　　　℡ 0241-78-3345

伊南総合支所　町民課　　　℡ 0241-76-7712

南郷総合支所　町民課　　　℡ 0241-72-2224



広報みなみあいづ 2018.1217 162018.12 広報みなみあいづ

11月 会議・行事名
１ 南会津地方植樹祭 / 高齢者作品

展審査会
２ 会津総合開発協議会耶麻町村会

及び同長村議会議長会への説明
会

３ 町職員採用２次試験 / 市町村対
抗福島県縦断駅伝競走大会（ふ
くしま駅伝）結団式

４ ヤマザクラ１万本の里づくり記
念植樹祭 / 南会津地方環境衛生
組合職員採用試験

５ ＪＡ会津よつば伊南支店落成式
/ 原子力規制庁モニタリングポ
スト配置見直し住民説明会

６ 南会津地方環境衛生組合視察研
修（初日）

７ 南会津地方環境衛生組合視察研
修（２日目）

８ 会津地域世界農業遺産推進協議
会役員会

10 県立南会津高等学校創立７０周
年記念式典

11 町消防団秋季検閲式 / 会津高原
たかつえカントリークラブ取締
役会

12 第２次南会津町環境基本計画答
申

13 三重県朝日町議会行政視察来町
14 栃木県那珂川町議会行政視察来

町
15 会津総合開発協議会臨時総会 /

会津地域世界農業遺産推進協議
会臨時総会

16 消防車両引渡し式 / 第三セク
ター法人統合検討協議会

17 まるごと南会津観光ＰＲフェア
オープニングセレモニー

18 市町村対抗福島県縦断駅伝競走
大会（ふくしま駅伝）応援

19 舘岩地域西根川土砂流出にかか
る要望活動

20 全国治水砂防促進大会・中央要
望

21 野岩鉄道㈱経営検討委員会・取
締役会

22 町消防団第１支団しんごろう会
23 大豆渡区収穫祭 / 小林康乃氏叙

勲受章祝賀会
26 ようこそ町長室へ（南郷・舘岩）
27 町功労者表彰式

28 全国町村長大会 / 南会津地方町
村会懇談会

29
会津縦貫南道路５工区安全祈願
祭・起工式 / 県立病院経営評価
委員会

30 県道高陦田島線改修促進規制同
盟会県要望

大宅町長の公務百景
町長の公務を
報告するコーナーです。

№ 54

第
14
回 

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
を
弾
こ
う
in
御
蔵
入
交
流
館

　

出
演
者
は
町
民
の
皆
さ
ん
約
60

人
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
や
ア
ニ
メ
な
ど
多

く
の
ジ
ャ
ン
ル
の
演
奏
を
、
世
界
三

大
ピ
ア
ノ
〝
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
〟
の

響
き
と
と
も
に
お
届
け
し
ま
す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

【
日
程
】

　

平
成
31
年
１
月
13
日
（
日
）

　

開
場　

午
前
11
時

　

開
演　

正
午

【
会
場
】

　

御
蔵
入
交
流
館
文
化
ホ
ー
ル

※
全
席
自
由
、
託
児
あ
り
ま
す
。

【
そ
の
他
】

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
12
月
25
日
以
降

に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
ま
す
。

http://young-m
usician.jim

bo.com
/

入場
無料

【
問
合
せ
】

　

若
き
音
楽
家
を
育
て
る
会

●
阿
部

　

℡
０
２
４
１（
６
２
）１
２
４
８

　

℡
０
９
０（
６
２
５
９
）４
２
７
０

●
室
井

　

℡
０
９
０（
４
０
４
１
）３
１
８
０

●
梅
宮

　

℡
０
２
４
１（
６
２
）０
１
８
６

す
ま
い
る
だ
よ
り

「
か
ん
し
ゃ
く
は
成
長
に
必
要
な
も
の
」

ｖｏｌ ８

朝
晩
と
寒
い
日
が
続
く
よ
う
に

な
り
、「
え
が
お
」
に
は
「
子

ど
も
が
朝
、
な
か
な
か
着
替
え
て
く

れ
な
い
」
「
注
意
す
る
と
ひ
っ
く
り

返
っ
て
泣
く
こ
と
も
あ
る
」
な
ど
、

子
ど
も
の
「
か
ん
し
ゃ
く
」
へ
の
相

談
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

か
ん
し
ゃ
く
の
回
数
が
あ
ま
り

に
も
多
い
と
、
昔
か
ら
「
疳

の
虫
が
い
る
」
な
ど
と
表
現
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
く
ら
い
、
子
育
て
中
の

ご
家
庭
で
は
あ
り
ふ
れ
た
状
況
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
「
か
ん
し
ゃ
く
は
な

お
せ
ま
す
か
？
」
と
い
う
相
談
も
珍

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
今
回
は
「
か
ん
し
ゃ
く
」

に
つ
い
て
一
般
的
な
対
応
を

お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
思
い
ど
お
り
に
な
ら
な

く
て
、
大
声
で
泣
い
た
り
わ

め
い
た
り
す
る
・
・
・
。

特
に
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
い
る
と
き
や
、

家
族
以
外
の
人
が
い
る
と
き
に
限
っ

て
わ
が
ま
ま
を
言
い
だ
し
て
、
か
ん

【
子
育
て
の
ご
相
談
】

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
え
が
お
」
（
健
康
福
祉
課
内
）

電
話 

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
７
０

メ
ー
ル egao@minamiaizu.org

し
ゃ
く
を
起
す
・
・
・
と
い
う
場
面
は
、

き
っ
と
多
く
の
方
も
経
験
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
と
き
に
は
付
き
合
い

き
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
こ
の
「
か
ん

し
ゃ
く
」
は
、
と
て
も
自
然
な
姿
で
、

子
ど
も
の
成
長
の
た
め
に
避
け
て
通

れ
な
い
と
い
う
一
面
も
あ
り
ま
す
。

　

と
い
う
の
は
、
か
ん
し
ゃ
く
の
発

生
は
ま
だ
赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
頃
の
関

わ
り
に
さ
か
の
ぼ
る
と
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
の
こ
ろ
は
、
大
人
は

子
ど
も
の
泣
き
声
で
オ
ム

ツ
？
ミ
ル
ク
？
と
判
断
し
て
願
い
を

叶
え
て
あ
げ
ま
す
。
歩
く
よ
う
に

な
っ
て
も
、
大
人
は
子
ど
も
に
必
要

な
も
の
を
与
え
、
で
き
る
限
り
子
ど

も
が
笑
顔
で
い
て
く
れ
る
よ
う
に
、

抱
っ
こ
し
た
り
遊
ん
で
あ
げ
た
り
と

関
わ
り
続
け
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
愛

情
を
受
け
、
子
ど
も
は
自
分
に
自
信

を
持
ち
「
自
己
肯
定
感
（
自
分
は
あ

り
の
ま
ま
の
自
分
で
よ
い
と
い
う
思

い
）
」
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
子
ど
も
が
成
長
す
る

に
つ
れ
、
子
ど
も
が
欲
し
が

る
も
の
は
変
化
し
て
き
ま
す
。「
お
っ

ぱ
い
」
や
「
抱
っ
こ
」
の
よ
う
に
成

長
に
必
要
だ
っ
た
も
の
が
、
「
ご
は

ん
よ
り
お
菓
子
が
ほ
し
い
」
「
新
し

い
お
も
ち
ゃ
を
買
っ
て
」
「
夜
遅
く

ま
で
ゲ
ー
ム
し
た
い
」
な
ど
、
成
長

に
不
必
要
な
と
こ
ろ
ま
で
欲
し
が
る

範
囲
が
広
が
っ
て
く
る
の
で
す
。

も
ち
ろ
ん
家
族
は
、
抱
っ
こ
や

オ
ム
ツ
交
換
と
は
異
な
り
、

い
つ
も
子
ど
も
の
望
み
ど
お
り
に
は

で
き
ず
、
「
ダ
メ
」
と
い
う
こ
と
を

教
え
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
間

違
い
な
く
家
族
は
子
ど
も
の
こ
と
を

考
え
て
「
ダ
メ
」
を
教
え
る
の
で
す

が
、
良
い
・
悪
い
の
判
断
が
つ
か
な

い
子
ど
も
か
ら
す
れ
ば
「
受
け
入
れ

て
も
ら
え
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
反

応
を
示
し
ま
す
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る

「
か
ん
し
ゃ
く
」
で
す
。

子
ど
も
は
受
け
入
れ
て
も
ら
う

た
め
に
必
死
で
「
僕
は
こ
う

し
て
ほ
し
い
」
「
私
の
い
う
こ
と
聞

い
て
」
と
抵
抗
す
る
た
め
、
家
族
が

「
も
う
お
し
ま
い
」
「
が
ま
ん
し
よ
う

ね
」
な
ど
の
言
葉
を
か
け
る
ほ
ど
に
、

大
声
で
泣
き
わ
め
く
よ
う
に
な
っ
て

い
く
と
い
う
の
で
す
。

そ
う
考
え
る
と
、
か
ん
し
ゃ
く

と
の
関
わ
り
は
「
我
慢
を
教

え
る
こ
と
」
で
あ
る
こ
と
が
見
え
て

き
ま
す
。
我
慢
を
教
え
る
と
き
の
主

な
留
意
点
は
、
次
の
２
点
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

①
人
や
場
面
で
子
ど
も
へ
の
態
度
を

　

変
え
な
い
こ
と
。

②
子
ど
も
が
自
分
で
落
ち
着
く
前
に

　

怒
鳴
る
な
ど
、
力
づ
く
で
黙
ら
せ

　

な
い
こ
と
。

「
ダ

メ
な
こ
と
」
を
教
え
る
と

き
に
大
切
な
こ
と
、
そ
れ

は
「
ダ
メ
な
も
の
は
ダ
メ
」
と
い
う

姿
勢
を
貫
き
と
通
す
大
人
の
対
応
で

す
。
そ
し
て
自
分
で
「
ダ
メ
」
を
受

け
入
れ
た
子
ど
も
を
「
よ
く
頑
張
っ

た
ね
」
と
認
め
る
こ
と
の
繰
り
返
し

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

認
め
て
も
ら
う
こ
と
で
、
子
ど

も
は
「
何
で
も
自
分
の
思
い

通
り
に
は
な
ら
な
い
」
と
学
び
ま
す
。

そ
し
て
我
慢
し
て
褒
め
ら
れ
た
こ
と

一
方
、
力
づ
く
で
子
ど
も
を
黙

ら
せ
て
も
効
果
は
一
時
的

で
、
「
ど
う
せ
私
の
こ
と
嫌
い
な
ん

だ
」
と
い
う
否
定
の
感
情
を
強
め
て

し
ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
力
づ
く

で
押
さ
え
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
子

ど
も
に
ち
ゃ
ん
と
か
ん
し
ゃ
く
を
起

さ
せ
て
、
自
分
で
落
ち
着
く
の
を
待

ち
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
が
自
分
か
ら

落
ち
着
い
た
そ
の
時
を
見
計
ら
っ
て

褒
め
て
あ
げ
る
、
と
い
う
事
が
必
要

と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

で
す
が
、
こ
れ
ま
で
記
し
た
こ

と
を
試
し
て
も
う
ま
く
い
か

な
い
と
き
、
そ
れ
は
「
か
ん
し
ゃ
く
」

で
は
な
く
「
パ
ニ
ッ
ク
」
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

を
「
嬉
し
い
」
と
感
じ
ま
す
。
１
回

や
２
回
で
、
子
供
に
「
我
慢
」
は
身

に
付
き
ま
せ
ん
が
、
結
果
的
に
か
ん

し
ゃ
く
の
頻
度
は
減
っ
て
く
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

も
し
、
ご
家
族
が
お
子
さ
ん
の

強
い
か
ん
し
ゃ
く
へ
の
対
応

で
悩
む
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
の
お
子

さ
ん
に
合
っ
た
方
法
を
提
案
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
保
健
師
や
心
理

職
に
気
軽
に
ご
相
談
い
た
だ
け
た
ら

あ
り
が
た
い
で
す
。

交 流 広 場

はじめての町民手づくりオペラ

ヘンゼルとグレーテル

【問合せ】教育委員会 生涯学習課 芸術文化係　電話０２４１-６２-６３１１

12月23日（日）

平成30年
開場13:30
開演14:00

場　所/御蔵入交流館文化ホール
入場料/大人1,500円・高校生以下無料《要整理券》

※託児あり。（０歳児からも入場可能です。）

絵　

掃
部
千
鶴
さ
ん

あ！お菓子の家だ！

★プレイガイド★　【田島】　御蔵入交流館・祇園会館・渡部書店・南屋書店・まちなか楽座・阿部電機

　　　　　　　　　【舘岩】ヤマザキショップ　　【伊南】若松屋　　【南郷】ハローショップこはま

子
ど
も
と
大
人
が

　
　

ソ
リ
ス
ト
と
と
も
に

合
唱
や
ダ
ン
ス
で

　
　

舞
台
を
作
り
あ
げ
ま
す

演出　　飯塚励生　　　　指揮　　高橋裕之

キャスト

南会津合唱団（合唱団）　年中児～高校生（ダンス・天使）

阿部祥子（グレーテル：南会津町出身）　柏倉亜季（眠りの精・露の精：南会津町出身）

二瓶純子（ヘンゼル）　矢野敦子（魔女）　藤田槙葉（お母さん）

品田広希（お父さん）

ピアニスト　　白取晃司　川上健太郎

15th15th15th
AnniversaryAnniversaryAnniversary
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お
知
ら
せ
・
募
集

お
知
ら
せ
・
募
集

くらしの情報
このコーナーの見方

注

日 日時
場 会場
料 料金

内 内容
対 対象者
定 定員

申 申込み 問 問合せ
℡ 電話番号 HP ホームページ
Ｅ E-mail 締 締切
Ｆ FAX 注意事項

他 その他

くらしの情報
local   life   Information

②
施
設
見
学
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

　
　
　
　
　
　

～
職
業
訓
練
の
疑
問
を
解
決
～

　

職
業
訓
練
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
、
実
習
の
様
子
を
目
で
見
て
直
接
講
師

か
ら
話
を
聞
く
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
希
望
さ
れ
る
方
は
訓
練
も
体
験
で

き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

12
月
17
日
（
月
）・
19
日
（
水
）・
26
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
45
分

日

　

託
児
室
を
準
備
し
ま
す
。

　

東
京
駅
（
鍛
冶
橋
駐
車
場
）
か
ら
郡
山
駅
ま

　

で
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

　

福
島
県
地
域
振
興
課

　

０
２
４
（
５
２
１
）
８
０
２
３

　

https://fukushim
a-zerojikai.com

/

℡ 問 他HP

南
の
島
で
国
際
交
流

「
第
43
回
ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島
」

参
加
者
募
集

　

全
国
か
ら
参
加
す
る
仲
間
と
生
活
を
共
に
し

な
が
ら
、
サ
ン
ゴ
礁
の
海
や
ヨ
ロ
ン
島
の
美
し

い
自
然
を
舞
台
に
、
仲
間
の
大
切
さ
や
、
言
葉

や
習
慣
を
越
え
て
友
情
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

今
度
の
春
休
み
は
、
思
い
出
に
残
る
楽
し
い

体
験
を
し
に
「
ヨ
ロ
ン
島
」
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

【
日
程
】

　

３
月
27
日（
水
）～
４
月
２
日（
火
）６
泊
７
日

【
場
所
】

　

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

【
定
員
】

　

３
０
０
人　
（
日
本
人
・
在
日
外
国
人
の
小

　

学
２
年
～
６
年
生
）

開
催
日

時　

間

会　

場

２
月
10
日

（
日
）

午
前
11
時
15
分
～

正
午

福
島
テ
ル
サ

午
後
３
時
30
分
～

午
後
４
時
30
分

エ
ル
・
パ
ー
ク
仙
台

【
募
集
締
切
】

　

平
成
31
年
３
月
５
日（
火
）

【
参
加
費
（
出
発
地
別
）】
※
近
隣
の
み
掲
載

・
福　
島　
駅　

15
万
７
千
円

・
仙
台
空
港　

15
万
９
千
円

・
新
潟
空
港　

15
万
８
千
円

　

（公財）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

〒
１
４
１
―

０
０
３
１　

東
京
都
品
川
区
西

　

五
反
田
７
の
15
の
４　

第
三
花
田
ビ
ル
４
階

　

０
３
（
６
４
１
７
）
９
７
２
１

　

０
３
（
６
４
１
７
）
９
７
２
４

　

info@kskk.or.jp

　

http://w
w

w.kskk.or.jp/

※
11
月
１
日
現
在
の

　

予
定
価
格
で
す
。

℡ 問HP Ｅ Ｆ

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
か
ら

の
お
知
ら
せ

①
職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

　

も
の
づ
く
り
分
野
で
早
期
に
再
就
職
を
目
指

す
求
職
者
の
方
々
を
対
象
に
職
業
訓
練
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
事
業
主
の
ご
要
望
に
お
応
え

し
た
短
期
の
在
職
者
訓
練
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
「
短
期
デ
ュ
ア
ル
訓
練 

機
械
も
の
づ
く
り
コ

　

ー
ス
」・「
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｎ
Ｃ
コ
ー
ス
」

　

平
成
31
年
２
月
１
日
～
７
月
31
日
ま
で（
６
か

　

月
間
）

　

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
さ
れ
て
い
る

　

方
で
、
職
業
訓
練
の
受
講
が
望
ま
し
い
と
判

　

断
さ
れ
た
方

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
（
会
津
若
松
市
神

　

指
町
大
字
南
四
合
字
深
川
西
２
９
２
）

　

９
人　
　

無
料　

　

平
成
31
年
１
月
18
日
（
金
）

　

選
考
日 

平
成
31
年
１
月
22
日（
火
）午
前
９
時

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

料

日 内対定 場注 締℡ 申

林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退
共
）の

退
職
金
請
求
を
を
お
忘
れ
な
く

　

林
業
の
仕
事
に
従
事
し
て
い
た
と
き
に
、
林

退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
方
で
、
退
職
後
に

退
職
金
の
請
求
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
が
多

く
あ
り
ま
す
。

　

お
心
当
た
り
の
あ
る
方
か
ら
の
ご
連
絡
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
制
度
の
退
職
金
を
確
実
に
受
け
取

っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
現
況
調
査
や
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

（独）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構　

林
業
退
職
金

　

共
済
事
業
本
部

　

〒
１
７
０
―

８
０
５
５　

東
京
都
豊
島
区
東

　

池
袋
１
の
24
の
１　

ニ
ッ
セ
イ
池
袋
ビ
ル

　

０
３
（
６
７
３
１
）
２
８
８
９

　

０
３
（
６
７
３
１
）
２
８
９
０

　

http://rintaikyo.taisyokukin.go.jp/

問℡HP Ｆ

料

ふ
く
し
ま
大
卒
等
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
開
催
し
ま
す

　

厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
で
は
、
学
生
な
ど

を
正
社
員
と
し
て
採
用
す
る
計
画
の
あ
る
事
業

所
を
招
い
た
、
企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

平
成
31
年
３
月
８
日
（
金
）

　

ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま　
　
　

無
料

実
施
内
容

時　
　

間

事
業
所
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム

午
前
10
時
15
分
～

午
前
11
時
40
分

各
種
就
職
支
援
イ
ベ
ン
ト

午
前
10
時
～

午
前
11
時
40
分

合
同
企
業
説
明
会

午
後
１
時
～
午
後
４
時

　

①
平
成
32
年
３
月
に
、
新
規
に
大
学
等
を
卒

　
　

業
予
定
の
方

　

②
平
成
29
年
３
月
以
降
に
、
大
学
等
を
卒
業

　
　
（
修
了
）
し
た
方

　

・
事
前
申
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
会
場
へ

　
　

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

・
参
加
事
業
所
は
、開
催
一
週
間
前
ま
で
に
、

　
　

福
島
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
し

　
　

ま
す
。

　

・
事
業
所
ブ
ー
ス
で
の
会
社
説
明
会
や
、
関

　
　

係
機
関
に
よ
る
職
業
相
談
・
情
報
提
供
な

　
　

ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

福
島
労
働
局　

職
業
安
定
課

　

０
２
４
（
５
２
９
）
５
３
９
６

日場対他℡ 問 内

― 

交
通
事
故
は
車
社
会
の
負
の
部
分
で
あ
り
、

被
害
者
に
と
っ
て
も
加
害
者
に
と
っ
て
も
悲
惨

な
結
果
を
も
た
ら
し
ま
す 

―

　

交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は
年
々
減
少
傾

向
に
あ
る
も
の
の
、
平
成
29
年
の
事
故
発
生
件

数
は
約
47
万
件
、
死
傷
者
数
は
約
58
万
人
と
、

国
民
の
誰
も
が
交
通
事
故
の
被
害
者
に
も
加
害

者
に
も
な
り
得
る
、
極
め
て
深
刻
な
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
「
交
通
事
故
被
害
者

を
救
済
す
る
基
本
的
な
対
人
賠
償
の
確
保
」と
、

万
一
「
交
通
事
故
の
加
害
者
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
の
経
済
的
負
担
を
補
う
」制
度
で
あ
り
、

す
べ
て
の
ク
ル
マ
と
バ
イ
ク
１
台
ご
と
に
加
入

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
、
自
賠
責
制
度
の
役
割
や
重
要

性
を
認
識
し
、
保
険
金
・
共
済
金
の
支
払
い
の

仕
組
み
な
ど
を
十
分
に
理
解
し
た
上
で
、
ク
ル

マ
や
バ
イ
ク
を
運
行
し
ま
し
ょ
う
。

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で
の
運
行
は
法
令

違
反
で
す
！

　

国
土
交
通
省
東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局

　

輸
送
・
監
査
部
門

　

０
２
４
（
５
４
６
）
０
３
４
５

自
賠
責
、切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

問℡
　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
（
会
津
若
松
市
神

　

指
町
大
字
南
四
合
字
深
川
西
２
９
２
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

℡ 場申

30
歳
の
大
同
窓
会

「
ふ
く
し
ま
０
次
会
」の
ご
案
内

　

県
で
は
、
若
い
世
代
に
対
す
る
福
島
県
の
魅

力
の
再
認
識
と
、
福
島
県
へ
の
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
を

推
進
す
る
た
め
、
懐
か
し
い
仲
間
と
の
再
会
や

新
た
な
出
会
い
の
場
と
な
る
同
窓
会
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

　

県
内
外
に
住
む
30
歳
前
後
の
方
が
一
堂
に
会

し
、
同
世
代
の
仲
間
と
飲
食
し
な
が
ら
、
過
去

の
思
い
出
や
、
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
語
り
合
い

ま
せ
ん
か
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

12
月
30
日
（
日
）
午
後
２
時
～
午
後
５
時

　

郡
山
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
ア
ネ
ッ
ク
ス

　

20
代
後
半
～
30
代
の
県
内
在
住
者
、
ま
た
は

　

県
内
に
住
ん
だ
こ
と
が
あ
る
方

※
生
ま
れ
育
っ
た
方
、
進
学
や
転
勤
な
ど
で
お

　

住
ま
い
だ
っ
た
方
も
対
象
で
す
。

※
友
人
、
カ
ッ
プ
ル
、
夫
婦
、
お
一
人
の
参
加

　

も
大
歓
迎

　

３
０
０
人

　

３
千
円
（
事
前
申
込
・
事
前
振
込
制
）

　

①
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

　
　

ク
イ
ズ
大
会
、
抽
選
会
、
ト
ー
ク
セ
ッ
シ

　
　

ョ
ン
、
ゲ
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
な
ど
。

　

②
特
設
コ
ー
ナ
ー

　
　

屋
台
、
日
本
酒
飲
み
比
べ
、
県
内
企
業
や

　
　

市
町
村
の
情
報
、Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
相
談
な
ど
。

日場対内 料 定

大
学
通
信
教
育
春
期
合
同
入
学

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

大
学
通
信
教
育
の
一
層
の
普
及
の
た
め
、
社

会
の
認
識
と
理
解
を
啓
発
す
る
と
と
も
に
、
入

学
希
望
者
に
対
す
る
教
育
内
容
の
説
明
と
学
習

相
談
の
た
め
の
合
同
入
学
説
明
会
を
、
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

　

平
成
31
年
１
月
27
日
（
日
）

　

午
前
11
時
～
午
後
４
時

　

仙
台
市
中
小
企
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的

　

ホ
ー
ル
（
仙
台
市
青
葉
区
中
央
１
の
３
の
１

　

Ａ
Ｅ
Ｒ
５
階
）

※
参
加
申
込
不
要
・
入
場
無
料
・
入
退
場
自
由

※
近
隣
会
場
と
日
程
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
お
よ
び
高
校
生

　

各
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
別
の
相
談
コ

　

ー
ナ
ー
を
設
け
て
、
講
義
内
容
、
学
習
方
法
、

　

受
講
手
続
き
な
ど
を
、
教
職
員
が
直
接
説
明

　

し
ま
す
。

　

大
学
通
信
教
育
の
概
要
、
学
習
方
法
、
開
設

　

学
科
一
覧
、
取
得
可
能
な
免
許
・
資
格
な
ど

　

が
掲
載
さ
れ
た
小
冊
子
を
、
参
加
者
に
配
布

　

し
ま
す
。

内 対 場 日

　

東
京
会
場
を
含
め
て
計
11
回
（
別
日
程
）
開

　

催
さ
れ
ま
す
。
各
会
場
（
日
程
）
や
参
加
校

　

な
ど
、
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
確

　

認
く
だ
さ
い
。

　

（公財）
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会

　

〒
１
１
３
―
０
０
３
３

　

東
京
都
文
京
区
本
郷
２
の
27
の
16

　

大
学
通
信
教
育
ビ
ル
４
階

　

０
３
（
３
８
１
８
）
３
８
７
０

　

０
３
（
５
８
０
３
）
９
９
３
９

　

http://w
w

w.uce.or.jp/

注問℡ＦHP

【
説
明
会
】
※
近
隣
の
み
掲
載
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健康通信
Health Information

健康通信
Health Information

月日 病　　院　　名 電　話

12月16日 朝 日 診 療 所（只　見　町） 0241-84-2221

　　23日 き む ら ク リ ニ ッ ク（南会津町） 0241-62-5576

　　30日 佐 藤 医 院（下　郷　町） 0241-67-2134

１月６日 高 橋 医 院（南会津町） 0241-62-0040

　　13日 芳 賀 医 院（下　郷　町） 0241-67-2128

　　20日 長 谷 川 医 院（南会津町） 0241-62-0032

　　27日 耳鼻咽喉科あべクリニック（南会津町） 0241-62-8733

※午前中のみの診察です。
※１月27日の当番医が変更になりましたのでご注意ください。

１２ ・ １月の日曜当番医

ー 町の保健事業の問合せは ー

健康福祉課　健康増進係
　　　　電話　０２４１- ６２- ６１７０
舘岩総合支所　町民課　健康福祉係
　　　　電話　０２４１- ７８- ３３２５
伊南総合支所　町民課　健康福祉係
　　　　電話　０２４１- ７６- ７７１３
南郷総合支所　町民課　健康福祉係
　　　　電話　０２４１- ７２- ２２２５

●乳幼児健康相談
期　日 内　容 受付時間 場　　所 対　象　者

12月20日（木） １歳児健康相談 13：30～13：45 健診ホール
（御蔵入交流館内） 平成29年10月～11月生まれ

乳幼児健診・相談カレンダー
●乳幼児健康診査

期　日 内　容 受付時間 場　　所 対　象　者

12月19日（水） ３～４か月児健診

12：15～12：45 健診ホール
（御蔵入交流館内）

平成30年８月生まれ

１月11日（金） ２歳児歯科健診 平成28年６月～７月生まれ

１月16日（水） ３～４か月児健診 平成30年９月生まれ

１月23日（水） ３歳６か月児健診 平成27年６月～７月生まれ

こころの相談会のお知らせ
思春期のこころの問題や、アルコール・ギャンブルなどの依存に関する悩みをご相談ください。

期　日 １２月２７日（木）・１月１０日（木）
　※秘密は厳守します。
　※カウンセリングなどの治療ではありません。

場　所 福島県精神保健福祉センター

その他
・相談は無料です。
・相談日の３日前までに、電話で予約してください。

【問合せ】福島県精神保健福祉センター　電話０２４- ５３５- ３５５６

医療従事者の皆さんは届出を忘れずに！
　医療に従事する皆さんは、関係法律に基づき２年に１度、住所や従事先などを記載した届出票の提出が義務付けられて
います。
　平成３０年は届出の年にあたりますので、平成３０年１２月３１日現在の状況をお近くの保健所まで届け出てください。

対　象　者
①日本に居住し、日本の医籍・歯科医籍・薬剤師名簿に登録されている、全ての医師・歯科医師・薬剤師
　（従事していない方も含む。）
②県内で就業している保健師・助産師・看護師・准看護師・歯科衛生士・歯科技工士

届　出　先
①の方：住所地または就業地を管轄する保健所
②の方：就業地を管轄する保健所

提出期限 平成３１年１月１５日（火）
そ　の　他 届出票は保健所より送付されます。

【問合せ】南会津保健所　電話０２４１- ６３- ０３０３

３歳６か月児健診 むし歯「ゼロ」のお友だち

湯田 浩
こ う た

太 くん

（田島）

星　華
か れ ん

恋 ちゃん

（南郷）

星 陽
ひ ま り

葵 ちゃん

（田島）

宮崎 翔
と わ

和 くん

（南郷）

馬場 幸
こうだい

大 くん

（南郷）

大塩 祐
ゆ い

衣 ちゃん

（田島）

大竹 凛
り ん か

佳 ちゃん

（田島）

大竹 璃
り こ

子 ちゃん

（伊南）

齋藤 太
た い ち

地 くん

（田島）

　

町
で
は
、
平
成
31
年
度
の
が
ん
検

診
や
健
康
診
査
が
ス
ム
ー
ズ
に
受
診

で
き
る
よ
う
、
事
前
に
申
し
込
み
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

12
月
上
旬
に
、
各
地
区
の
保
健
協

力
員
を
通
じ
て
世
帯
ご
と
に
申
込
書

を
配
布
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
上
、
期
限
内
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

健
診
（
検
診
）
を
受
け
、
ご
自
身

の
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

【
対
象
者
】

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

・
20
歳
以
上
の
全
て
の
男
女

【
提
出
期
限
】

　

12
月
21
日
（
金
）

【
提
出
に
あ
た
っ
て
】

　

ご
希
望
の
健
診
（
検
診
）
項
目
に

「
○
」
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

「
が
ん
検
診
「
健
康
診
査
」
の

申
し
込
み
を
お
忘
れ
な
く

平
成

年
度31

み ほ ん
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電　　話　０２４１-６２-５５２２
開館時間　午前１０時～午後６時

図書館へ行こう！

「誕生おめでとう」

「お悔やみ申し上げます」のコーナーは、

プライバシー保護のため削除します。

ご了承ください。

◆１１月号（№１５２）で休載した連載コラム「相続登記」
　を、再び掲載しました。
◆現在の本誌には、「相続登記」「町のがんばる企業紹介」
　「すまいるだより」の３本を連載しており、私も次回
　を楽しみに編集しています。
◆本誌のバックナンバーは町のホームページに掲載して
　いますので、読み忘れた方はぜひご確認ください。

ご意見・ご要望は

コチラまで！

E-mail ： kouhou@minamiaizu.org
総合政策課　舟 木 浩 隆

編 記後集

※住民基本台帳登録人口（外国人を含む）
まちの人口  ◆平成３０年１２月１日現在

総人口 １５, ７００ 人 （－２９）
男 ７, ６８３ 人 （－１２）
女 ８, ０１７ 人 （－１７）

世帯数 ６, ７０８ 世帯 （－　５）
※（　）内は前月比　

24 １月 （Ｊａｎｕａｒｙ）

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

24 12 月（Ｄｅｃｅｍｂｅｒ）

日 月 火 水 木 金 土

１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

開 館 カ レ ン ダ ー

は休館日

≪おはなし会≫

テーマ 「 冬 - ふゆ - 」

開催日 １月１９日（土）

時　間 午前１１時～

会　場 図書館内 読み聞かせコーナー

対　象 幼児～小学校低学年

イベントのご案内

≪クリスマス えいが会≫

タイトル
「日本の昔ばなし」

「トムとジェリー」

「大男とクリスマスツリー」

「おしりたんてい」

開催日 １２月２４日（月・祝）

時　間 午前１１時～ 午後２時～

会　場 御蔵入交流館 多目的ホール

※申込み不要です。直接会場にお越しください。

※申込み不要です。直接会場にお越しください。

お
く
や
ま
吟
社
（
田
島
地
域
）

　

小
春
日
や
白
寿
の
父
の
笑
い
皺　
　
　
　
　
　

星　
　

柳
山

　

丸
盆
で
豆
選
る
皺
の
手
枝
か
な　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
孤
庵

　

眼
裏
に
米
寿
の
母
の
大
根
引
き　
　
　
　
　
　

室
井
津
与
志

伊
南
銀
杏
俳
句
会
（
伊
南
地
域
）

　

枯
れ
て
な
ほ
天
指
す
木
々
の
幹
太
し　
　
　
　

馬
場　

ミ
エ

　

短
日
や
工
事
現
場
の
忘
れ
物　
　
　
　
　
　
　

馬
場　

忠
子

　

木
枯
ら
し
や
丸
い
背
中
を
よ
り
丸
く　
　
　
　

大
桃　
　

白

南
郷
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　

い
わ
し
雲
憂
ひ
は
彼
方
消
え
に
け
り　
　
　

平
野
恵
美
子

　

晴
れ
の
日
を
惜
し
み
婆
ば
は
豆
を
打
つ　
　

酒
井　

栄
子

　

羊
田
の
疲
れ
許
さ
ぬ
青
さ
か
な　
　
　
　
　

渡
部　

華
子

鴫
山
短
歌
会

　

茅
葺
き
の
街
並
写
る
写
真
集

　
　
　

「
会
津
の
百
年
」
よ
う
や
く
届
く　
　

芳
賀　

幸
子（
新
町
）

　

独
り
居
て
古
き
ア
ル
バ
ム
め
く
り
ゐ
る

　
　
　

二
度
と
返
ら
ぬ
若
き
日
追
は
む　
　
　

樋
口　

雅
子（
大
町
）

　

師
の
逝
き
て
送
る
言
葉
に
目
頭
を

　
　
　

滴
る
程
に
思
い
が
浮
か
ぶ　
　
　
　
　

湯
田　
　

清（
栗
生
沢
）

まちの文芸

【一般図書】
祭火小夜の後悔　　　　　　　　秋竹　サラダ　著

二十五年後の読書　　　　　　　乙川　優三郎　著

まれびとパレード　　　　　　　越谷　オサム　著

奇譚蒐集録 弔い少女の鎮魂歌　　　 清水　朔　著

デルタ　　　　　　　　　　　　　杉山　隆男　著

戒名探偵卒塔婆くん　　　　 　 　　高殿　円　著

黒いピラミッド　 　　 　　　　　福士　俊哉　著

野の春　　　　　　　 　　　　　　 宮本　輝　著

エリザベスの友達　　　　　　　村田　喜代子　著

芸能の不思議な力　　　　　　　なかにし　礼　著

【児童図書】
うみのとしょかん　ウミウシはじめてのこい　葦原　かも　作

さよ　　　　　　　　　　　　　　　森川　成美　作

あらしのよるに（歌舞伎絵本）　きむら　ゆういち　原作・文

だいこんさんおふろにはいる　　岡田　よしたか　さく

ねこぼうとふらわあちゃん　　きたやま　ようこ　著

ぽめちゃん　　　　　　　　　　　柴田　ケイコ　著

９０さいのキヨさん　　　　　　まつ　つむぎ　さく

ぼくのばしょなのに　　　　　　　　刀根　里衣　著

ごりらかあさん　　　　　　　　　　　のぶみ　さく

はりねずみくんのあかいマフラー　はらだ　よしこ　作

新 着 本 の ご 案 内

おすすめ図書の紹介

「おしりたんてい みはらしそうのかいじけん」（ポプラ社）

トロル ／ 作

　あなたは、おばけをしんじますか？　

　こうえんを見下ろす、なぞの空き家におばけが出ると聞いたおしりたんてい。それも、大き

な目玉をしたおばけが出るという。

　おしりたんていは、いらいにんといっしょに空き家に行きますが、中ではふしぎなことがつぎつぎにおこり・・。

　はたして、おばけは本当にいるのでしょうか？めいろや絵さがしをしながら、なぞをといた先にあらわれた、　

いがいなこととは・・・。

　おしりたんていが今回のじけんもププッとかいけつ！大人気のおしりたんていシリーズの最新刊です。

　ほかにも、おしりたんていシリーズの本がたくさんありますので、ぜひご覧ください！
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第３０回 ふくしま駅伝
総合２１位・町の部で７位入賞

記録「５時間３０分４３秒」

「
ふ
く
し
ま
づ
く
り 

新
た
な
挑
戦
で
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

　

福
島
県
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
各
市

町
村
の
「
ふ
る
さ
と
お
こ
し
」
や
平
成

７
年
の
「
ふ
く
し
ま
国
体
」
を
見
据
え
、

中
・
長
距
離
選
手
の
育
成
や
強
化
を
目

的
に
、
平
成
元
年
に
始
ま
っ
た
市
町
村

対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
（
通

称
「
ふ
く
し
ま
駅
伝
」）。

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
を
経
て
、
合
同
チ
ー
ム
「
希
望

ふ
く
し
ま
」
が
誕
生
。
第
25
回
大
会
で

は
、
初
め
て
県
内
全
59
市
町
村
の
出
場

が
実
現
し
ま
し
た
。

　

節
目
の
第
30
回
大
会
は
、
11
月
18
日

に
し
ら
か
わ
カ
タ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー

ク
陸
上
競
技
場
を
ス
タ
ー
ト
。
福
島
県

庁
ま
で
の
全
16
区
間
95
・
０
㌔
を
、
県

内
53
チ
ー
ム
の
代
表
選
手
が
駆
け
抜
け

ま
し
た
。

区間 距離 氏　名 所　属 総合順位

１ 4.0㎞ 馬場　海羽 玉 川 大 １ 年 ２０

２ 8.2㎞ 児島　真斗 葵 高 ２ 年 ２５

３ 5.8㎞ 渡部　智哉 荒 海 中 ２ 年 ２７

４ 7.3㎞ 渡部　良太 警　　視　　庁 １９

５ 6.4㎞ 広野　康太 田 島 高 ３ 年 ２０

６ 8.3㎞ 工藤　祐輔 ㈱ 芳 賀 沼 製 作 ２５

７ 5.4㎞ 佐藤　　仁 南 会 津 中 ３ 年 ２４

８ 4.1㎞ 斉藤　大也 荒 海 中 ３ 年 ２２

９ 3.0㎞ 平野　　花 田 島 中 １ 年 ２３

10 9.3㎞ 渡部　来渚 学法石川高２年 ２０

11 3.9㎞ 鈴木　　花 田 島 中 １ 年 ２１

12 7.0㎞ 土橋　一馬 町 役 場 ２３

13 4.8㎞ 室井　僚斗 城 西 大 １ 年 ２１

14 5.7㎞ 斉藤　夢季 南 会 津 高 ２ 年 ２１

15 3.4㎞ 馬場　百花 南 会 津 中 １ 年 ２１

16 8.4㎞ 星　　孝明 自 衛 隊 郡 山 ２１

チ
ー
ム
一
丸
で
挑
み
、
前
回
を
上
回
る

成
績
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
！

　

町
の
部
で
４
年
ぶ
り
に
入
賞
し
た
第

29
回
大
会
か
ら
１
年 

― 

。
第
30
回
大

会
は
、
町
の
部
で
順
位
を
１
つ
上
げ
て

７
位
入
賞
、
総
合
順
位
も
３
つ
上
げ
て

21
位
で
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
た
。

　

廣
野
友
一
郎
監
督
（
町
役
場
）
は
、

「
選
手
一
人
一
人
が
自
分
の
力
を
発
揮

し
て
力
走
し
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
好
調
な

流
れ
を
切
る
こ
と
な
く
ゴ
ー
ル
ま
で
走

り
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ラ
ン
ナ

ー
だ
け
で
な
く
、
サ
ポ
ー
ト
選
手
や
ス

タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な
っ
て
挑
ん
だ
結
果

だ
と
思
い
ま
す
。
応
援
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
」
と
大
会
を
振
り
返
っ
て

い
ま
し
た
。

白河カタールスポーツパーク陸上競技場をスタートする馬場海羽選手（１区：№27）


